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プレスリリース 

ＧＧＧ ２１－１０ 

 
                            平成２１年５月１９日  

 

「ゴルフ場の生物多様性調査報告書」を公表 

――日本ゴルフ場支配人会連合会との共同調査結果―― 

 

 (社)ゴルファーの緑化促進協力会（会長：児島仁、理事長：大西久光）は、日本ゴル

フ場支配人会連合会（会長：田村和男）と共同で全国のゴルフ場でどのような動物や植

物が生息しているかをアンケート調査いたしました（関連リリース/平成 19年 10 月 1日

付ＧＧＧ０８－１１「ゴルフ場の多様性と重要木等の調査」を開始）が、この度、その

調査結果を取りまとめたレポート『豊かな生物多様性を持つゴルフ場』を作成し、公表

しました。 

 

調査に当たっては、全国のゴルフ場 2,320 コースにアンケート回答をお願いし、北海

道から沖縄まで 400 コース以上から寄せられた回答を基に弊会の緑化委員である亀山章

東京農工大学名誉教授のご協力を得て取りまとめたものです。 

  

報告では、具体的な生物の種名として樹木が合計 401 種（針葉樹 65種、広葉樹 239 種、

果樹 83種を含む）、哺乳類が 45種（内北海道 17種）、鳥類が 209 種、昆虫類が 135 種、

魚類が 86種とゴルフ場には多種多様な動植物が生息していることがわかりました。 

 昆虫ではカブトムシ、クワガタムシがともに 60%近いゴルフ場で出現しており、里山が

少なくなった現在、これら里山の昆虫がゴルフ場で保全していると考えられます。また

動植物の出現種には環境省のレッドデータブックの“絶滅危惧種”が実に 42種類（動物

26種、植物 16種）もあることが確認されました。 

 

このことから、亀山先生は「ゴルフ場は絶滅危惧の動植物の生息・生育地に利用され、

避難地としても役立てられていると考えられる」。また、「適切に管理を行って多くの生

物の生活の場とすることで、自然が減少している現在において、生物多様性の保全に貢

献できる可能性が高いと考えられる」としています。 

 

 今回の調査により明らかになったゴルフ場が自然環境保護に果たしている役割につい

て、ゴルファーとゴルフ界だけでなく広く一般の方々にも理解を深めていただくため、

冊子の裏面をポスターとしても掲示できるようにしました。本調査結果が広く活用して

戴けることを念願しております。 

 
 

           本件問合せ先 
 
   (社)ｺﾞﾙﾌｧｰの緑化促進協力会  担当：麻生、染谷 
   電話；TEL：03-3584-2838 FAX：03-3584-2847 
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